
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

昨
年
も
民
意
に
背
い
て
暴
走
を

加
速
す
る
安
倍
政
治
に
怒
り
心
頭

に
達
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
が
、
沖
縄
知
事
選
勝
利
、
臨
時

国
会
へ
の
改
憲
案
提
示
阻
止
、
核

兵
器
廃
絶
運
動
、
米
朝
首
脳
会
談

な
ど
希
望
あ
る
動
き
も
大
き
く
広

が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
選
挙
の
年
で

す
。
安
倍
政
権
の
傍
若
無
人
さ
は

要
す
る
に
衆
参
で
三
分
の
二
の
議

席
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
し

ま
す
。
七
月
の
参
院
選
挙
は
、
安

倍
政
権
に
終
止
符
を
打
つ
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

平
成
の
激
動
を
た
た
か
い
ぬ
い

た
国
民
の
旗
印
は
憲
法
理
念
で
し

た
。
今
、
立
憲
主
義
破
壊
を
許
さ

な
い
こ
と
を
基
本
に
市
民
と
野
党

の
共
同
・
共
闘
が
深
ま
り
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
四
月
に
、
平
成

最
後
の
一
斉
地
方
選
挙
で
安
倍
政

治
の
先
兵
と
し
て
大
阪
の
自
治
・

教
育
を
破
壊
し
て
き
た
維
新
政
治

に
鉄
槌
を
下
す
、
そ
し
て
七
月
、

府高退教会長

広瀬晃
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大
阪
市
天
王
寺
区
東
高
津
町
七
―
十
一

府
教
育
会
館
７
Ｆ

大
阪
府
高
教
内

大
阪
府
立
高
等
学
校

退
職
教
職
員
の
会

府

高

退

教

通

信第

回「

短
歌
を
楽
し
む
会
」(

・

・
３
）

214

18

12

参
加
者

四
人
。
出
稿
は
十
人
二
十
二
首
。
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
の
オ
ー
ナ
ー
の
松
浦

さ
ん
に
出
し
て
も
ら
っ
た
チ
ョ
コ
と
テ
ィ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
、
も
う
師
走
か
、

二
〇
一
九
年
は
作
品
集
第
十
四
集
を
出
す
年
だ
ね
な
ど
と
語
り
合
い
ま
し
た
。

喜
寿
と
古
稀
あ
と
ち
ょ
っ
と
畑
が
ん
ば
る
か
曾
孫
得
て
明
く
る
朝
の
一
鍬

ひ
と
く
わ髙

橋
貞
雄

秋
の
夜
の
夕
食
で
聴
く
カ
セ
ッ
ト
は
意
外
に
ま
わ
る
一
人
酒
か
な

月
岡
秀
夫

神
無
月
師
走
に
か
け
て
Ｏ
Ｂ
会
の
ラ
ッ
シ
ュ
な
れ
ど
終
会
交
る

池
永

孝

あ
の
人
が
シ
ッ
カ
リ
と
云
え
ば
耳
を
塞
ぎ
丁
寧
と
云
え
ば
眉
に
唾
す
る

松
田
皓
平

｢

食
べ
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て｣

と
遺
書
に
あ
り
憲
法

条
持
つ
こ
の
国
に
し
て

25

（
母
子
餓
死
事
件
に
思
う
）

五
百
蔵
光
彦

紀
ノ
川
の
流
れ
に
沿
い
て
走
り
ゆ
く
和
歌
山
線
の
旅
の
楽
し
き佐

々
木
有
馬

誰
方
や
ろ
会
う
た
び
微
笑
む
ド
ラ
イ
バ
ー
出
勤
途
上
の
近
所
の
女
性
か

ど

な

た

福
谷
美
智
子

一
瞬
の
長
く
あ
れ
か
し
霜
月
の
朧
と
ま
ご
う
白
き
月
あ
り

鈴
木
晋
司

山
路
来
て
今
ひ
と
ひ
ら
の
柿
紅
葉
残
り
し
秋
も
暮
れ
に
け
る
か
な

川
崎
康
樹

五
倍
も
の
ク
リ
ー
ム
代
取
ら
れ
た
と
嘆
く
人
ご
ま
か
し
た
人
も
ご
近
所
の
人山

尾
邦
子

次
回
第
二
一
五
回
の｢

楽
し
む
会｣

は
、
二
月
十
一
日(

月)

二
時
か
ら
教
育
会
館

な
な
め
向
か
い
の
ガ
ッ
ト
ネ
ロ
で
行
い
ま
す
。
歌
稿
は
二
月
四
日
（
月
）
ま
で
に

左
記
宛
、
ハ
ガ
キ
・F
AX

・
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

〒583-0024

藤
井
寺
市
藤
井
寺
二
丁
目
６
ー

山
尾
邦
子

17

tel

・fax
072-954-8524

m
ai
l
ku
nc
h
an
92
5@
o
ut
lo
o
k.
jp

携
帯

09
0
91
6
7
30
31

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

元
号
で
恐
縮
で
す
が
平
成
最
後

の
年
明
け
で
す
。
考
え
れ
ば
私
た

ち
退
教
は
ほ
ぼ
平
成
と
と
も
に
歩

ん
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
退

教
の
結
成
は
湾
岸
戦
争
の
一
九
九

一
年
、
平
成
は
消
費
税
が
初
め
て

導
入
さ
れ
た
一
九
八
九
年
か
ら
で

す
か
ら
、
平
成
の
方
が
少
し
お
兄

さ
ん
で
す
。
こ
の
平
成
と
い
う
時

代
、
い
ろ
ん
な
見
方
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
が
私
の
実
感
と
し
て

は
歴
史
の
大
き
な
転
換
期
、
佐
山

さ
ん
流
に
言
え
ば
、
歴
史
の
歯
車

が
音
を
立
て
て
回
り
始
め
た
時
代

の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

日
本
も
世
界
も
こ
れ
ま
で
の
価

値
観
、
秩
序
、
社
会
構
造
な
ど
が

根
本
か
ら
問
い
直
さ
れ
、
新
し
い

時
代
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
進
歩

の
流
れ
と
そ
れ
を
歪
め
よ
う
と
す

る
逆
流
が
激
し
く
激
突
す
る
、
い

い
か
え
れ
ば
新
自
由
主
義
に
よ
る

規
制
緩
和
と
競
争
主
義
、
そ
れ
に

伴
う
貧
困
と
格
差
の
拡
大
、
社
会

的
分
断
と
自
己
責
任
論
、
覇
権
主

義
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
・
ネ
オ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
・

跋
扈
・
・
、
こ
れ
ら
の
逆
流
と
国

民
の
粘
り
強
い
た
た
か
い
こ
そ
が

激
動
の
平
成
を
貫
く
本
質
で
あ
っ

本当に楽しかった「銘酒を楽しむ会」

恒例の銘酒の会が昨年の１２月２１日にたかつガ

ーデン、７０５室で開催されました。２７名の参加

者でした。たくさんのお酒、ワイン、ビールが並び

ました。ご馳走もどれもが手作りでとてもおいしい

ものでした。山上板長が作る日本料理は見た目も上

品で、季節感があり、おいしく、みんなびっくり。

恒例のおでんは、一番人気は大根で、丹精込めて作

られた連山大根ですが、その他の具もどれもがおい

しい。だしは良きこぶ、良き鰹で，味を決めるのは

佐藤さんです。その他のスタッフも芋の皮むき、卵

の殻剥きも上手になりました。稲荷ずしは藤井さん、

鯖ずしは佐藤さん作です。多くのスタッフが吟味し

た高級材料でサラダや、その他の料理を作ります。

催しの内容がとてもすばらしかったのは、 何と言

っても参加者全員のスピーチがとてもすばらしかっ

たことです。感心したり、笑ったり、じーんときた

りで、ここは何でも心許してしゃべれるなあってい

う感じです。“シャンソン”を楽しむ会”のシャンソ

ンも第二次世界大戦中の活動家、フランスの小説家･

詩人のルイ・アラゴン作詞の“エルザの瞳”を歌っ

て好評でした。アラゴンの詩を是非フランス語で読

んでください、とても美しいですよと浅海さん。

少しこの日の感想を聞きますと、「司会がみんなの

話を引き出すのが上手」「みんなのお話の中で現役時

代に活動された中身に圧倒されました」「神原先生に

バイオリン聞かせる約束してたのに、、、」「いつも来

てくれる人がいて、新しい人も来てくれて楽しい」「志

賀さんのカンッオーネ聞けなかった」「松田さんにワ

イン持ってきたの

に、、、」「とても楽

しかった」等でし

た。次回はたくさ

んの方がいらして

下さることを期待

します。（山尾記）

維
新
・
安
倍
政
治
を
退
場
さ
せ
、

歴
史
を
開
く
新
た
な
一
歩
を
す

す
め
ま
し
ょ
う

府
高
退
教
会
長

広
瀬

晃

新
し
い
元
号
の
最
初
の
国
政
選
挙

で
安
倍
政
権
を
退
場
さ
せ
改
憲
野

望
の
息
の
根
を
止
め
る
、
そ
ん
な

歴
史
的
一
年
に
し
た
い
も
の
で

す
。

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を

祈
念
す
る
と
と
も
に
、
退
教
運
動

へ
の
引
き
続
く
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。「安倍９条改憲許すな！」（3000万署名）

１．２５環状線全駅一斉宣伝実施について

大阪憲法会議の呼びかけに応じ大退教は環状線
「鶴橋駅」を担当します。参加可能な方はよろしく。

日時・場所：2019 年１月２５日（金）
午後４時半～５時頃

大阪環状線「鶴橋駅」（中央出口方面）
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【
１
月
】

日(

土)
:

大
退
教
学
習
会

26

13

30

大
阪
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【

月
】

2

４
日(

月)
:

謡
を
楽
し
む
会

14

00

日(

月)
:

短
歌
を
楽
し
む
会

4

14

00

日(

月)
:

建
国
記
念
の
日

11

13

30不
承
認
の
つ
ど
い

た
か
つ
ガ
ー
デ
ン

日(

金)
:

府
高
退
教
幹
事
会

15

14

00

日(

月)

～

日(

木)

18

21

ス
キ
ー
ツ
ア
ー

志
賀
高
原

日(

月)
:

シ
ャ
ン
ソ
ン
を

25

14

00

歌
う
会

当

面

の

日

程

八朔の収穫を正月の2日から始めます。家族3人で3日には獲り終

えます。(正月は皆が集まるので家族行事になってます)。八朔は

ハサミを使わず手でもぎ取るだけの簡単なものです。不知火・清

見・柚子・晩白柚など、最近植えたのも一、二本づつあり、休憩

時間にはそれらをとって味と香りを楽しんでいます。

苦味と酸味を減らすため、倉庫に1〜2月貯蔵します。そこまで

運ぶのが大変で、細い道なのでかつては一輪車でしたが、今はキ

ャタピラ・エンジン付きの搬送車です。コンテナを6個２段に積め

ます。これを２０回弱往復するのですから高齢者にとっては必須

のものです。今年は剪定を強めにして、実は大きかったけど数は

少なかったです。消毒が不十分だったからか実に紺色の米粒様の

ヤノネカイガラムシがでました。２月に入ると貯蔵してあるのを

選別し始め、親戚、元の職場やお世話になってる方にも宅配便で

送ります。近所の方にもお裾分けします。

今71才ですが、70代後半までは百姓に関われるような気がしま

す。昨年の豪雨災害でため池が話題となっていますが、水田をや

ってる限り池や水路は水利組合が管理し災害にも対応していま

す。百姓を通じてのつながりも他とは違う強さを感じることがあ

ります。農産物を通じての家族、親戚や地元との関わりも強まっ

ているような気がします。年金を主にして、次の年も百姓する意

欲を持てるぐらいの収入があればいいと思ってます。

この合間に年金者組合、社保協、高齢者連絡会にも顔を出し、議

会や自治体への請願や傍聴にも行ってます。

秋
の
散
策

「
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
」
を
歩
い
て

寺
西

文
夫
（
長
野
）

５
年
間
の
再
任
用
を
終
え
て
、

翌
年
は
病
休
代
替
の
非
常
勤
で

短
期
間
で
し
た
が
、
働
い
て
い

ま
し
た
。
今
年
度
は
完
全
に
フ

リ
ー
に
な
っ
て
、
生
活
が
ほ
と

ん
ど
家
の
周
辺
と
い
う
形
に
な

っ
た
こ
と
で
、
も
う
少
し
人
と

の
繋
が
り
が
あ
っ
た
ら
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
府
高
退

教
の
行
事
に
参
加
す
れ
ば
昔
の

仲
間
に
会
え
る
と
い
う
思
い

で
、
こ
の
秋
の
散
策
に
参
加
し

ま
し
た
。
茨
木
の
隠
れ
キ
リ
シ

タ
ン
の
里
に
は
随
分
前
に
来
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
キ

リ
シ
タ
ン
遺
物
史
料
館
ぐ
ら
い

し
か
覚
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
日
は
天
気
も
良
く
絶

好
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
で
し

た
。
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
か
ら
バ
ス
で

５
０
分
、
本
当
に
隠
れ
里
と
い

う
感
じ
の
場
所
で
し
た
。
最
初

に
訪
問
し
た
光
雲
寺
に
は
キ
リ

シ
タ
ン
墓
碑
が
あ
り
、
あ
ま
り

見
た
こ
と
の
な
い
ギ
リ
シ
ャ
十

字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
境

内
の
木
が
倒
れ
、
屋
根
が
補
修

さ
れ
て
い
る
様
子
を
見
て
、
大

阪
北
部
地
震
や
台
風
２
１
号
の

自
然
の
力
を
改
め
て
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

道
を
歩
き
、
さ
ら
に
細
い
山
道

か
ら
棚
田
に
出
て
、
そ
こ
で
昼

食
。
柿
を
取
っ
た
り
、
棚
田
を

眺
め
な
が
ら
の
ん
び
り
し
た
時

間
を
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
寺

山
に
あ
る
「
上
野
マ
リ
ア
」
銘

が
刻
ま
れ
た
墓
碑
を
目
指
す
。

墓
碑
は
レ
プ
リ
カ
だ
が
、
中
央

の
十
字
の
上
に
一
の
付
い
た
千

十
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
最
後

に
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
史
料
館
を

訪
ね
る
。
教
科
書
で
出
て
く
る

聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

画
像
は
千
提
寺
の
母
屋
の
屋
根

裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

他
に
マ
リ
ア
十
五
玄
義
図
、
天

使
を
描
い
た
紙
本
銅
版
画
、
木

製
キ
リ
ス
ト
磔
刑
像
、
金
属
製

メ
ダ
ル
な
ど
重
要
な
収
蔵
品
を

史
料
館
の
学
芸
員
の
人
が
説
明

し
て
く
れ
て
、
理
解
が
深
ま
り

ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、

山
歩
き
を
し
な
が
ら
歴
史
散

策
と
い
う
健
康
的
で
有
意
義

な
秋
の
一
日
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

瀋
陽
に
て

〈
そ
の
三
）

鋤
柄

正
昭
（
摂
津
）

二
〇
一
三
年
度
入
試
に
つ
い
て
の
簡
単
な
考
察

（
そ
の
二
）

山
瀬

一
美
（
山
本
）

裁
決
は
以
下
の
と
お
り
。

主
文

処
分
者
が
平
成
２
５
年
１
０

月
４
日
付
け
で
申
立
人
に
対
し

て
行
っ
た
減
給
処
分
（
一
月

間
）
を
戒
告
処
分
に
修
正
す

る
。
（
以
下
略
）
「
平
成
２
６

年
大
人
委
（
不
）
第
一
号
事
案

裁
決
書
」
よ
り

裁
決
書
の
日
付
は
、
平
成
２

９
年
５
月
２
２
日
。
申
立
て
か

ら
裁
決
ま
で
三
年
八
カ
月
を
要

し
た
。
「
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
判

日
本
は
ど
の
学
校
で
も
行

事
予
定
表
が
４
月
当
初
に
は

で
き
て
い
ま
す
が
、
そ
の
学

校
で
は
い
つ
何
が
行
わ
れ
る

か
が
１
０
日
ぐ
ら
い
前
に
な

ら
な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
行
事
予
定
表
が
な
い

学
校
で
し
た
。
８
月
ま
で
の

連
休
は
労
働
節
、
端
午
節
な

ど
が
あ
り
、
旅
行
を
計
画
す
る

の
で
す
が
、
前
も
っ
て
早
く
計

画
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
３
カ
年
の
間
に
北
京
、

大
連
、
長
春
、
ハ
ル
ピ
ン
、
丹

東
、
朝
陽
、
天
津
な
ど
に
行
き

ま
し
た
。
で
き
れ
ば
も
う
一
度

行
き
た
い
で
す
。
長
春
で
「
日

本
人
お
断
り
」
、
一
等
席
の
列

車
の
中
で
小
さ
い
子
ど
も
か
ら

小
日
本
人
（
シ
ャ
オ
リ
ー
ベ
ン

レ
ン
）
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

中
国
鉄
道
に
乗
る
の
は
日
本

で
飛
行
機
に
乗
る
感
じ
に
似
て

い
ま
す
。
荷
物
検
査
、
身
体
検

査
を
受
け
て
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ

て
い
る
も
の
だ
け
が
待
合
室
に

入
り
、
ホ
ー
ム
に
行
く
に
も
ま

た
チ
ケ
ッ
ト
検
査
が
あ
り
ま
し

た
。
駅
舎
は
ど
こ
も
立
派
で

す
。瀋

陽
に
も
地
下
鉄
が
あ
り
ま

し
た
。
バ
ス
は
一
回
１
元
（
約

１
８
円
）
で
す
ご
く
安
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
し
冷
房
は
ナ

シ
、
冬
で
も
暖
房
は
ナ
シ
と
の

こ
と
で
し
た
。
い
ま
は
更
新
さ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

町
中
は
簡
体
字
で
、
中
華
思
想

村越 伊久男 （農芸）

に
よ
る
も
の
か
な
と
思
う
の
で
す

が
横
文
字
を
漢
字
に
置
き
換
え
て

い
ま
し
た
。
奥
林
中
心
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
で
す
。

日
本
と
の
違
い
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ハ
ル
ピ
ン
で
は
７
３
１
部
隊

の
跡
を
見
ま
し
た
。
瀋
陽
で
は
張

作
霖
が
爆
殺
さ
れ
た
現
場
や
「
９

・
１
８
を
忘
れ
る
な
」
と
壁
に
か

か
れ
た
記
念
館
も
見
ま
し
た
。
日

本
は
勝
手
に
中
国
本
土
に
軍
隊
を

進
め
、
侵
略
し
た
こ
と
は
歴
史
的

事
実
で
す
。
こ
の
こ
と
の
反
省
の

上
に
中
国
と
の
関
係
は
築
か
れ
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

写
真
は
笹
岡
優
光
さ
ん
撮
影

定
」
の
ミ
ス
は
、
選
抜
基
準
に
算

入
す
べ
き
で
は
な
い
小
論
文
の
点

数
を
算
入
し
た
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
裁
決
書
で
は
、
府
教
委
の

実
務
指
示
を
直
接
受
け
て
い
た
教

頭
の
資
料
点
検
不
十
分
で
あ
っ
た

こ
と
が
ミ
ス
発
生
の
主
要
因
だ
と

の
判
断
に
立
っ
て
処
分
は
修
正
さ

れ
た
。
し
か
し
こ
の
年
の
入
学
試

験
を
ふ
り
返
る
と
、
ミ
ス
発
生
の

過
程
が
明
ら
か
に
な
る
。

一
、
各
校
の
年
間
行
事
予
定
が
決

ま
っ
て
か
ら
入
学
試
験
を
二
回

実
施
す
る
こ
と
が
通
達
さ
れ

た
。

二
、
前
期
学
力
検
査
は
、
学
力
検

査
以
外
に
小
論
文
を
実
施
す
る

の
か
、
面
接
を
実
施
す
る
の
か

二
学
期
に
入
る
ま
で
き
ま
ら
な

か
っ
た
。

三
、
小
論
文
を
実
施
す
る
と
決
ま

っ
た
後
も
、
採
点
担
当
を
ど
う

す
る
の
か
は
各
校
ま
か
せ
と
な

っ
た
。

四
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
入
学

試
験
に
つ
い
て
の
府
教
委
に
よ

る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

右
の
よ
う
に
前
期
後
期
の
二
回

入
試
が
突
然
決
ま
り
、
実
施
要
項

は
い
わ
ば
五
月
雨
式
に
、
ま
た
一

部
は
現
場
判
断
に
任
せ
る
形
で
決

ま
っ
た
。
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